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2025（令和 7）年度 第 5回大阪産業大学校友会 幹事会議事録 要約 

開催日時：2025（令和 7）年 7月 26 日（土）16：00～17：30 

開催場所：梅田サテライト・on-line ツール（zoom） 

<1.確認事項> 

(1) 令和 7年度第 4回幹事会議事録（案）・同要約（案）について

・8月 1日（木）12時までに修正意見がなければ原案通り承認とする。

(2) 第 82 回通常代議員会議事録(案)について

・一部修正意見があり、6月 26日（木）12時までに再確認をして、修正意見がなければ

原案通り承認とする。

<2.報告事項> 

(1) 弓場会長

・建学の精神に基づく「偉大なる平凡人たれ」の「たれ」をキャッチコピーとして、大学

オリジナルの「焼肉のたれ」を開発中である。

(2) 総務部会報告

・幹事会フルリモート開催日の日程調整、予算執行の確認を行った。

(3) 運営事業部会報告

・第６０回阪駒祭校友会支部模擬店の助成金、第 83 回通常代議員会（R8.5.30 開催）の

会場、QUO カード PAY 残りの配布方法について検討した。

(4) 広報事業部会報告

・凡友 98号の紙面割、校友会 Web サイトのリニューアルについて検討した。

(5) 事務局報告

・第 82回通常代議員会議事録の署名人の署名が終了したこと、近畿地区支部長懇談会議事

録の閲覧依頼、支部総会にかかる遠方助成金は、該当者に直接支払うことの確認の報告

と確認があった。

(6) 個人情報保護委員会

・支部の個人情報取扱、管理体制を確認するため、支部にアンケートを依頼する。その結

果について 11月 1日（土）午前の支部長懇談会で議題とする。

(7) 校友会設立 55 周年記念事業実行委員会

・校友会設立 55 周年記念事業（USJ）の総括をおこなった。

(8) 選挙管理委員会

・幹事会役員改選のリモート参加者の投票方法について検討した。

(9) 支部総会報告

・大阪泉州支部、新潟県支部、兵庫県北支部、兵庫県西支部の総会資料の回覧と報告があ

った。

(10) 第 32回校友会親睦ゴルフ大会収支について

・今回のゴルフ大会は、参加者の会費収入内で実施することができた。

(11) ゴルフ大会での硬式野球部への寄付金について

・ペナルティーの 38,000円を、硬式野球部全日本大学選手権大会出場のお祝い金として寄

付した。

<3.審議事項> 

(1) ㈱ドアズ校友会サイト年間更新関連費の令和 6 年度未請求分について

・㈱ドアズからの令和 6 年度分の未請求の説明（経理担当者の引継ぎミスによる）があり、

審議の結果、支払うことが承認された。

請求分運用期間：2024 年 8 月 1 日～ 2025 年 7 月 31 日 

本来の請求日：2024 年 8月末  請求金額：444,409円 
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(2) 次期役員（会長・幹事）候補者、代議員選出スケジュールについて 

・次期役員候補者と代議員候補者の募集は凡友 98号と Webサイトで告知する。 

・リモート出席者の投票方法、期日前投票の期間は引き続き選挙管理委員会で検討する。 

(3) 大学開学 60 周年特別講演会の校友会座席枠（45 席）の配分について  

・45 席の座席枠を幹事および近隣支部に配分する。座席枠以上の希望者は、大学の Web サ

イトから申込（申込開始：10月 1日・10時より）する。 

(4) 第 60 回阪駒祭校友会支部模擬店の助成金について 

・2 日間の出展支部は 70,000円、1日間の出展支部は 50,000円を助成することが承認され

た。なお、1 日間の出展支部（北大阪支部、兵庫県南支部）には両日の出展を依頼する

ことになった。 

(5) 校友会テントでの後援会バッグ委託販売について 

・後援会からの依頼で、後援会バッグを 1 バック 100 円で 100 枚を買い取り、ホームカミ

ングデー懇親会の参加者に無料配布することが承認された。 

(6) 第 60 回阪駒祭開催にかかる援助金について 

・阪駒祭の開催援助金として 100,000 円、阪駒祭パンフレット協賛広告掲載料として

30,000 円を援助することが承認された。 

(7) 第 83 回通常代議員会（R8.5.30 開催）の会場選定について 

・5 会場の候補から支部長懇談会、代議員会、懇親会、宿泊を「ホテルプラザオーサカ

（淀川区十三）」で開催することが承認された。 

(8) 自動車近畿支部の設立助成金について 

・日産支部（職域支部）からの発展形の支部という理解のため、支部の新設には該当しな

いという考えで、審議の結果、設立助成金は支給しないことが承認された。 

 

<4.協議事項> 

(1) 校友会設立 55 周年記念事業の収支決算と評価について 

・55周年実行委員会としては USJでの開催は新たな試みで、1次と 2次募集も 10～15分で

募集定員を充足した。これまでのホテルで開催した周年事業に参加されない会員層の申

し込みが多く、全体的に良かったと考える。USJ 開催に対する多様な意見は次回の校友

会設立 60 周年事業に取り入れ、より多くの会員に参加していただける内容としたい。な

お、執行金額は予算内に収まった。 

(2) 2025 年 9 月期卒業者への校友会記念品贈呈作業の担当者について 

・9 月 20 日（土）の 9 月期卒業式での記念品配布は宇崎副会長、鳥見本運営事業部部長が

担当することになった。 

(3) 令和 7 年度ホームカミングデー（11/1〔土〕）実施について 

・運営事業部から役割分担（案）の説明があった。未定の役割は次回の幹事会で提案する。 

・ホテルセイリュウでの懇親会の景品の予算は 200,000円程度とする。 

(4) クオカード Pay 残りの処理について  

・クオカード Pay の残枚数は 753 枚/1,400 枚（購入：2023.0401）、使用期限は 2027 年 4

月 1 日までである。幹事会の日当として支払うことも提案されたが、配布先を事務室で

検討することになった。 

(5) 幹事会のフルリモート開催日について 

・第 7回（10月 18日）の幹事会をフルリモートで開催予定することになった。 

以上 


